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研究成果の概要（和文）：　抗真菌性および易除去性を有する新規の義歯安定剤開発を目指し、義歯安定剤の成
分および粉液比が粘度、接合力、操作性に及ぼす影響について検討した。結果は、粘度および接合力については
成分の1種であるカルボキシメチルセルロースナトリウムの割合が高く、粉液比が大きいほど高くなる傾向を認
めた。このうち接合力については、粘度が高くなると大きな増加率を示さなくなった。操作性については手指感
覚により最適と思われる粘度の評価を行ったが、100Pa・s前後の粘度が適切であるという結果であった。

研究成果の概要（英文）： To develop a new denture adhesive with antifungal and easy removability, 
the effects of the components of denture adhesive and powder liquid ratio on viscosity, adhesion 
strength and operability were examined. The results suggested that the higher the proportion of 
sodium carboxymethylcellulose and the higher the powder liquid ratio were, the higher the viscosity 
and the adhesion strength were. And the rate of increase of adhesion strength was low with higher 
viscosity. With regard to the result of operability, the viscosity that was considered to be 
appropriate　by sensation was around 100 Pa・s.

研究分野：歯科材料学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　現在一般的に市販されている義歯安定剤の問題点として、強すぎる粘着力や誤嚥性肺炎の主要原因菌種である
C.albicansがある。これらを改善する新規の義歯安定剤の開発のため、本剤の成分および粉液比がさまざまな物
性に及ぼす影響について明らかにすることができた。本研究により得られた結果は、抗真菌性および易除去性を
有する義歯安定剤の開発の足掛かりとなる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
義歯安定剤の使用について以前は否定的な意見が多かったが、近年では科学的な見直しが進
んでいる。その一方で義歯安定剤の強い粘着力は高齢者にとっては清掃困難となりやすく、臨
床においても義歯や床下粘膜に付着した義歯安定剤をみることもめずらしくない。本剤に衛生
的な配慮が必要である。加えて、この強すぎる粘着力は調整が必要な義歯の不適合をマスキン
グしてしまう弊害も危惧されている。 
肺炎は日本人の死亡原因の第 3 位となっており、そのうち誤嚥性によるものは 70 歳以上で
は 70%を超える。この誤嚥性肺炎の主要原因菌種としてC. albicansの関与が報告されている。
ほかにも C. albicansは全身的な日和見感染の原因となる。 
これらのことから、抗真菌性および易除去性を有する義歯安定剤の開発を目指す発想に至っ
た。 
 
２．研究の目的 
抗真菌性および易除去性を有する義歯安定剤の開発を目的とし、義歯安定剤の成分および粉
液比が接合力および粘度に及ぼす影響について検討を行った。 
 
３．研究の方法 
 義歯安定剤の成分として一般的に用いられるカルボキシメチルセルロースナトリウム（和光
純薬工業社 以下 CMC-Na）とメトキシエチレン無水マレイン酸共重合体（シグマ アルドリッ
チ社 以下 PVM-MA）を使用した。CMC-Na は数ある水溶性高分子の中でも最も一般的なもので、
天然パルプを原料とし高い安全性が認められており、白色から淡黄色の粉末で、親水性、被膜
形成能、無毒性、保護コロイド性、接着性などの性質を有する。PVM-MA はビニルエーテルと無
水マレイン酸の完全共重合体で、水および有機溶媒に溶ける水溶性高分子であり、分子中に酸
無水物基を有し、水があると開環し粘度が上昇する特徴がある。 
 試料は CMC-Na と PVM-MA を 100:0、75:25、50:50、25:75 および 0:100 の 5種類の割合で混合
し、さらにそれぞれを 0.125、0.25、0.375、0.5 の 4種類の粉液比で蒸留水と 30 秒間自動練和
機（GC スーパーらくねる Fine）を用いて混和し作製した。このうち、0.25 が ISO10873 に準
じた粉液比である。 
 接合力は万能材料試験機（島津製作所 EZ Test）を用いて測定を行った。ISO 10873 に準じ
て、感圧軸はアクリルレジン（GC アクロン）を用い、直径 20±0.5 mm の円形基部をもつも
のを作成した。試料を載せるプレートは感圧軸と同様の材料を用い、直径 22±1 mm、深さ 0.5
±0.1 mm の穴を加工したものを作製した。接合間距離は 0.1mm と、不適合な義歯を想定した
0.5mm の 2 種類に規定した。混合後の試料を直ちにシリンジで一定量プレートに載せ、規定し
た距離に設定し、30 秒間応力緩和を待ったのち、毎分 5 mm の速度で引張り試験を行い、最大
接合力を記録した。測定は室温 23プラスマイナス 1度の条件下で、各試料 5回ずつ行った。 
初期粘度の測定は、ストレス制御式レオメーター（AR-G2、TA インスツルメント社）を用い
て行った。直径 2 cm のフラットプレートを使用し、ギャップ間距離は 1000μmとした。測定温
度 23.0 ℃の条件下で、せん断速度 0.1～100 の間で測定を行い、せん断速度 1 の粘度を比較、
検討した。 
 統計は接合力に三元配置分散分析を用い、接合間距離、粉液比、配合の 3つを因子とした。
初期粘度には二元配置分散分析を用い、粉液比および配合を因子とした。接合力と成分および
粉液比、初期粘度と成分および粉液比との関係については回帰分析を行った。有意水準は 5%以
下に設定した。 
 
４．研究成果 
 接合力に関しては、接合間距離、粉液比、配合のすべての因子に有意差を認めた。寄与率は
組成が 59.1%と最も高く、CMC-Na と PVM-MA の組成が最も接合力に影響を及ぼしていることが示
唆された。次いで粉液比が 19.8%と高く、接合間距離が 8.3%であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



初期粘度についても、すべての因子およびその交互作用において有意差を認めた。寄与率は
組成が 42.2 %と高く、CMC-Na と PVM-MA の割合が粘度に大きな影響を及ぼした。粉液比は 37.7 %
であった。接合力に対する寄与率は組成が 59.2 %、粉液比が 19.8 %であったことと比較すると、
粘度に関しては粉液比の影響が大きくなる傾向であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 すべての試料の粘度を横軸に、対応する接合力を縦軸にとったグラフを作製した。接合力は
粘度が高くなると大きな増加率を認めなくなる傾向であった。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 CMC-Na と PVM-MA を主成分とする義歯安定剤を用い、以下の結論を得た。 
・ 粉液比が大きく，接合間距離の小さい方が，接合力が高くなる傾向にあった．また，粉液
比や接合間距離を変化させても，CMC-Na の割合が高いほど，接合力が高くなる傾向にあっ
た． 

・ CMC-Na の割合が高く，粉液比が大きいほど粘度が高い傾向となった． 
・ 接合力は粘度が高くなるほど高くなったが，その増加率は減少する傾向であった． 
 
以上のことから、粉液比および CMC-Na と PVM-MA の重量比を変化させることで、義歯安定剤
の接合力と初期粘度をコントロールすることができることが明らかとなった。 
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